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序 章 本 稿 の 課 題 と ミシンの特徴
第 1部ミシンの普及と多様性
第 1 章日本におけるミシンの輸入動向と普及経路の展開 
第 2 章ミシンのグローバル性と東アジアの衣服産業 
第 3 章ミシンの多様性
第 2 部衣服産業の展開  
第 1 章ミシン普及の衣服産業の関連
第 2 章 20世紀前半日本の帽子業一フェルト帽子を取り巻く状況






第 1 部は、ミシンの普及過程の分析である。第 1 章ではミシンの輸入動向が明らかにされ、1900 
年頃からの急速な普及が明らかにされる。設置先は、陸軍被服敞のような大規模工場、足袋•帽子製 
造や労働者向け仕事着製造の中規模業者、個人営業のテーラー • 仕立て屋、洋裁の普及と並行する家 
庭など、多様である。第 2 章は、20世紀前半の日本市場をほぼ独占したシンガー社の世界戦略と東 
アジア戦略が明らかにされる。日本による植民地化とも関係するが、日本、台湾、朝鮮半島、中国で、 




第 2 部は、ミシンを導入した衣服産業の展開状況の分析である。第 1 章は、衣服産業の展開が、 
地域的には、集中型、中間型、分散型という3 つに類型化されること、生産体制としては、大規模 
型 （工場 ) 、中 規 模 型 （自家工場と委託生産の併用）、小 規 模 型 （自家営業 ) 、家庭消費という4 タイ 
プを、それぞれについて、『工場通覧』などから事例を挙げながら分析した。第 2 章は、大規模工場 
が出現した帽子業について、製 品 • 素材の輸出入の動向、生産体制展開の動向、一部での大規模工場 
化、などが明らかにされる。第 3 章は、兵庫県姫路市藤本仕立店を取り上げ、労働者向け仕事着生 




や先進 • 後進関係によって特徴付けられた、近代資本主義の経済史像を相対化することを提案してい 
る。
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
3 人の審査委員が一致して、次のような点で、この論文に高い評価が与えられると判断した。
①繊維産業において、経済史研究が盛んな川上の紡績 • 製糸業、川中の織物業に対し、ほとんど研究 

















なお、平 成 21年 12月 8 日に公聴会が行われ、学位申請者の論文内容報告、審査委員の質問、研 
究科教員の質問が行われた。それぞれの質問に対する申請者の回答は的確なものであった。
以上、審査委員による審査結果を総合し、上記論文は、課程博士の学位に十分に値する業績である 
と判断する。
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